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　症例：36歳，男。現病歴：初診の1カ月前から
口腔内，口唇に疹痛ある皮疹が出現し，2週間前
から背部，陰部，眼瞼，鼻腔，肛門に同様の皮疹
が出現した。入院時現症：頭皮，顔面，頸部，四
肢，体幹及び，眼瞼，鼻腔，口腔内，陰部，肛門
部粘膜に浮腫性紅斑，水i庖，南朝，潰瘍を認めた。
ニコルスキー現象陽性。強い自発痛を訴えた。
入院時検査所見：血液，尿一般検査に異常なし。
抗上皮細胞間抗体960倍。上部消化管内視鏡にて
食道入口部に血庖を認めた。皮膚組織学的所見：
HE染色にて表皮内水庖を，蛍光抗体直接法にて
表皮細胞間にIgG，C3の沈着を認めた。治療及び
経過：プレドニゾロン（以下PSL）60mgより経
口投与開始したが皮疹の新生が続くため，メチル
プレドニゾロン計3gのパルス療法を施行し皮疹
の新生は抑えられたが，二次感染，Moon　faceな
どステロイドの副作用が顕在化してきたため，PSL
に加えてメソトレキセートを併用したところ，PSL
の減量が可能となりほぼ上皮化した。以上，比較
的稀な粘膜病変を伴った一例を報告する。
　（目的）ACAID（Anterior　Chamber　Associated
Immune　DeViation）とは、ある抗原が眼球の前房中に
接種された後に、同じ抗原に対する遅延型過敏反応
（DTH）が抑制される現象である。以前我々は、マウス
の実験的角膜移植において、DTHは拒絶のメカニズ
ムとして重要である事を報告した。今回は、全層角膜
移植前に、抗原として同種の移植片を前房内に投与し
てACAIDを誘導し、その後角膜移植を施行する事に
より、拒絶が抑制されうるかを検討した。
　（方法）角膜移植のdonorとしてC57BU6マウス
（H－2b）を、　recipientとしてBALB／cマウス（H－2d）を使用
した。ACAIDの誘導として、まずdonor角膜から切片
（1mm　x　O．3mm）を作製し、　recipientの左眼の前房内｝こ
3片を投与した。2週後、右眼に対して同じdonorを
用いた全層角膜移植術を施行し、拒絶反応の発症を観
察した。
　（結果）Donor角膜片前面内投与群は非投与群に比
較して、拒絶の発症率が低く、特に遅延型の拒絶反応
は完全に抑制された。
　（結論）全層角膜移植前のACAIDの誘導は、拒絶
反応の抑制に有効であり、今後、その臨床応用が課題
になると考えられた。
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